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１．はじめに 

 平成 23 年度国土交通省告示第 1318 号では、津波避難

ビル等の構造設計における津波波圧は、津波の流速等を

安全側に見込んだ上で、静水圧による算定を行うことと

している。 

 数値シミュレーションを津波現象に適用した場合、実

測・実験と比較してどの程度の解析誤差があるのかは気

になる点である。 また、様々な解析格子を用いる場合、

高精細な格子と比較して比較的粗い格子で行ったシミュ

レーションがどの程度の精度を担保出来るかも懸念され

る。 ここでは、鹿島建設技術研究所殿から供与頂いた

水理実験データを元に、いくつかの VOF 法による 3 次元

数値シミュレーションを実施して実験データとの比較を

行った。 また、常用している 500 万メッシュ規模での

シミュレーション結果と大規模 5000 万メッシュ規模での

結果の比較を行い、どの程度の差が出るものか検討した。 

２．解析手法と解析条件 

 本報告では沿岸から陸上への遡上波をフル 3 次元で解

き、浸水域と建築構造物に作用する津波力の評価を得る

ことを目的としている。シミュレーションに使用した技

法は次の通りである。解析には e-flowDX２）を用いた。今

回は、長波通過検定との適合に必要な機能改変を行い計

算精度の確保を行った。 

基礎方程式：NS 方程式、連続の式、VOF 移流方程式 

空間の離散化：構造格子 

      （不等間隔格子：最小格子間隔 0.5m） 

時間の離散化：SMAC 法 

移流項：ハイブリッド中心差分  乱流モデル：DNS 

自由表面トラッキング：VOF法+密度関数法 

初期条件：浸水深・流速を時間変化設定 

境界条件：流入側－規定流速，流出側－連続流出， 

   底面･構造物－Non Slip，側面･天空面－Free Slip 

図１～３に、それぞれ水理実験装置を模した解析モデル

と、入力波形、断面流速分布の結果の一部を示す。提示

された入力波形を解析モデルの変動流入条件として扱い、

水路全体の波高分布の推移を数値解析で求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 解析モデル 概観 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 水理実験で設定した入力波 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ シミュレーション結果例 断面流速分布 

波高 W01, 流速 U01を設定

26m
入力波
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図４ 水理実験結果とシミュレーション結果の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 結果の比較 部位 01～04 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 結果の比較 部位 05～07 

 
格子を水位変動の大きい範囲に密に配置するなどの工夫

をした結果、実験水槽の各部位 W01～W07 いずれの測定

点においても実験値と計算値で水位変動は良く一致して

いる事が分かる。 
５．まとめ 

 VOF 法津波荷重数値解析を水理実験に適用し、実験水槽

各部の水位変動が VOF 法による数値計算結果と良く一致

することを確認した。 
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